
を方 向づ け るもの であ る。 この よ うな傾 向 は ヒ ト以外 の霊長 類(チ ンパ ンジー が)で も見 られ るの だ ろ うか。つ ま

り、チ ンパ ンジー も 「A→B」 を繰 り返 し経 験 した後 に、 「B→A'」 で はな く 「B→A」 を期 待す るのだ ろ うか。本 年

度 の研 究 では 、 この検 討 の第 一歩 と して 、まず チ ンパ ンジー が 「A→B」 とい う恣意 的 な関係 を訓練 で はな く能動

的 に学 習す るか ど うか を調 べ た。課題 は注視 課題 を用 い て、 「A→B」 とい うす で に繰 り返 し経 験 した 、期 待 通 りの

関係 を提 示 した時 と、 「A→Bラ 」 とい う経験 してい ない 、期待 に違 反 した 関係 を提示 した時 とで 注視 時間 が違 うか

ど うかを調 べ た。 も しチ ンパ ンジー が 「Aの あ とはBが 出る」 とい うこ とを認 識 して い るな らば、それ に反 した 関

係 をよ り長 く見 る と予想 され る。実 験 の結果 は これ を支持 し、チ ンパ ンジー は訓 練 を しな くて も、み ず か らAとB

の 対象 問 を関連 付 け し、 「Aの 後 はB」 とい う恣意 的 なルー ル を期待 してい るこ とが わか った。 この結果 を踏 まえ

今 後 は、 「A→B」 の経験 だ けで、 「B→A」 とい う対称 的 な 関係 をチ ンパ ンジー が構 築す るか ど うか を調 べ て い く。

〈学会 発表>

1)MuraiC,TomonagaM.Monkeysunderstandother'sattentionalstatebyreadinggaze.The15thannualmeetingofthe

ASSC.

2)村 井 千寿 子 ・友永雅 己.こ っ ちを見 て る?ニ ホ ンザ ル に よる他者 の注 意状 態 の認 識.Animal2011日 本 動物 心

理学会(第71回)・ 日本動 物行 動学 会(第30回)・ 応 用動 物行 動 学会/日 本 家 畜管 理学会(2011年 度)合

同大会.

B-23霊 長類におけるエ ピゲノム進化の解明
一柳健司

,佐 々木裕之,福 田渓(九 州大 ・生医研)所 内対応者:郷 康広

我 々は霊長類にお けるゲノム進化 とエ ピゲノム進化 の関係 を解明す るため、ヒ トとチンパンジー(霊 長類研究所

の飼育個体)の 末梢 白血球のDNAメ チル化比較研究を行っている。これまでに、21、22番 染色体 のゲノムタイ リン

グア レイを用いて16カ 所のメチル化差異領域 を同定 し、それ らが遺伝子発現 と強い相関を示す ことを明 らかにし

て きた。 さらに、 これ らの領域のメチル化状態 をゴリラやオランウータンのDNAで も調べることで、CTCFタ ンパ

ク質の結合配列の出現 ・消失やマイクロサテライ トリピー ト内のCpG密 度 の変化によって、DNAメ チル化状態が変

化 し、転写状態に影響 を与えてい ることを世界で初めて示 した。(福 田ら、論文投稿中)

本年度 はこの研究 をさらに広げるため、メチル化DNA結 合タンパ ク質(MBDI)と 大規模シーケンサーを用いて、

ヒ トとチンパンジーのメチル化差をゲノムワイ ドに解析 した(MBD-seq)。 また、末梢血 白血球か らRNAを 調製 し

て(チ ンパ ンジーは霊長研飼育個体)、 転写開始点の場所 と使用頻度を網羅的に解析す るためのライブラ リーを作

成 した(現 在、大規模 シーケンサーにて解析 中)。MBD-seqの 解析から、CTCFの 結合部位の変化 によるメチル化変

化が普遍的なものであることを確認 してい る。これ らの結果は、進化 の過程でジェネティックな変化か ら表現型の

変化 ・多様性 が生 じる際にエ ピジェネティックなメカニズムが重要な役割 を演 じていることを示 している。

〈学会発表 〉

福 田渓,ほ か 「霊長類間のDNAメ チル化多型 の解析」 第83回 日本遺伝学会(2011/09,京 都)

B-24類 人 猿 の頭 蓋底 を貫 通す る神 経血 管 孔 に関す る臨床基 礎 医学 的 ・比較解 剖 学 的研究

澤 野啓 一(神 奈川 歯 科大 ・人 体構 造学)所 内対応者:濱 田穣

今 回はCanaliscaroticusと 、そ こを貫 通す る構 造物 及びICAとForamenlacerumと の 関係 につ い て研 究 を行 った

Canaliscaroticusを 貫 通す る最 大 の構 造物 は勿論Arteriacarotisinterna(ICA)で あ るが 、それ を取 り巻 くSinus

cavemosusも 重 要 であ 盗 ヒ ト及 び類 人猿 で はCanaliscaroticusは 強 く屈 曲す 盗 これ は血流 の減圧 と、A.ophthalmica,

A.c.anterior,A.c.media等 へ の血 流配 分 に深 く拘 わっ てい る と考 え られ る、ただArtiodactyla等 に 見 られ るRetemirabile

と比 較検 討す る と、ICA内 の 血 流 がHagen-Poiseuille'sequationを 最 優先 と した設 計 で ある とは必ず しも言 えな い。

Perissodactylaに お け るCanaliscaroticusと 他 のForaminaと の 合体 は、個 々 のForaminaやCanalesを 細 分化 す る傾 向

の強いHominoideaと 対 蹴 的 で あ り、更 に比 較検討 の必要性 が有 る。従 来、CanaliscaroticusとForamenlacerumと の

関連 性 に 関す る研 究 は ほ とん ど存在 しな かっ た。 しか し、 ヒ ト及 びPongoに お け るForamenlacerumの 発 達 は、ICA

がCanaliscaroticusを 貫 通 した後 に、 上方 に立 ち上 が る部分 で の床 面 を、硬 骨 で は無 く、軟 骨 にす る とい う点 で 、

画期 的 な構 造変化 であ る こ とを強調 したい。Canaliscaroticus内 、及 び それ に引 き続 く硬膜 下 にお いて、ICAを 取 り

巻 くSinuscavernosusに 於 け る逆行性 の静脈 血流 の存在 が、 ヒ ト、 次 いで類 人猿 にお い て顕著 に大 きい こ とを指 摘

したい。

<発 表概 要>

SawanoK,Neurovasculartunnelsinthemidcranialbaseandtheirrelativestructureintheevolutionofthecerebralblood

supply.(1):KanagawaDentalCollege,(2):EdogawaHospital,(3):Dept.Radiology,YokohamaCityUniv.(Yokohama),(4):

Dept.Neurosurgery,YokohamaCityUniv.Sch.Med.AnthropologicalScience,Volume119,Number3,p.314,2011.

B-25哺 乳 類 にお け る脳 形 態 の幾何 学 的分析

河 部壮 一郎(東 京大 ・理)所 内対 応者:西 村 剛

霊長類 におい て、頭 蓋基 底角 と脳 化指 数 との 間 に相 関 が ある こ とが知 られ て い るが、他 の哺乳 類 で の研 究 は多 く

ない。そ の為 、この関係 は哺 乳類 全般 的 に見 られ る もので あ るのか 明確 には わか って いな い。霊 長類 以外 の哺乳類

にお け る頭 蓋基 底角 と脳化 との 関係 を明 らか にす る こ とは 、脳 を発 達 させ る うえで の頭 蓋 形成 の メカニ ズ ムの理解

に非常 に有益 であ り、霊長 類 で見 られ る脳 化 の更 な る理解 に繋 が る。申請 者 は特 に霊長 類 で見 られ る頭 蓋基 底 と脳
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